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誇

る

草アz

威

完
成
間
近

町
民
の
文
化
の
、
「
パ
レ
ス
」
と
し

て
、
多
年
の
、
あ
こ
が
れ
と
、
期
待
を

集
め
て
、
四
月
に
着
工
さ
れ
て
以
来
、

四
ヶ
月
を
経
て
、
ほ
ぼ
、
体
育
舘
の
外
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商
庖
照
明
優
秀
庖
決
る

長
浜
町
商
工
会
で
は
、
七
月
二
十
九

日
、
商
庖
照
明
コ
シ
ク
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。
ζ

れ
は
、
町
を
明
る
く
す
る
運
動
の

一
つ
と
し
て
、
地
域
商
庄
の
照
明
改
善

を
通
じ
、
そ
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と

エ
ヨ
的
と
し
た
も
の
で
、
ヤ
」
の
ゴ
シ
ク

£
h

町
内
の
十
五
商
庖
が
参
加

(ー)

/ 

v
-
h
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× 

× 

7月の人口動態
男 8.19 7 
女 8.79 2 
計 16.9 8 9 
世帯数 4.1 0 9 

(末日現在)
死亡 11
離婚 2 

場
一
問

所
郷
役
一
柿

行
贈
町
一
岸

発
蹴
浜
一
所

長
一
明

容、
体

育

館

L 

× 
× 

写
真
右
は
完
成
を
急
ぐ
体
宵
舘
(
七
割
完
成
)

写
真
上
は
長
浜
町
体
育
舘
姿
図

松

岡

本

唐

木

村

商

庖

吉
美
麗
呉
服
庄

あ
な
た
は
年
金
を

か
け
て
い
ま
す
か

職
場
に
つ
と
め
て
い
る
ナ
ラ
リ

l
マ

ジ
は
、
厚
生
年
金
ゃ
、
共
済
組
合
な
ど

に
吋
え
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
一
般
の

守
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な

J
I
 

f 

プ

J 

出生 29
婚姻 12

幼
児
教
育
の
充
実
を

園田・圃

般
質
問

昭
和
三
十
九
年
度
第
二
回
長
浜
町
議

会
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
が
、
活
発

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
仁
之
弘
氏

凶
幼
児
教
育
、
母
親
の
胎
児
教
育

を
実
施
せ
よ
。

間
保
育
事
業
は
十
分
か
。

間
農
地
紛
争
問
題
は
ど
う
か
。

田
村
龍
一
氏

山
町
内
児
童
寵
の
根
本
的
な
不

良
化
対
策
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の

施
策
と
対
策
は
ど
う
か
。

間
長
浜
小
学
校
屋
内
体
操
場
の
寄

付
金
は
ど
ん
な
も
の
か
。

追
加
予
算
な
ど
可
決

本
年
度
は

青

島

に

保

育

園

町
長
答
弁
に
は
い
る
前
に
、
上

京
報
告
を
し
た
い
。

去
る
七
月
六
日
か
ら
、
七
月
十
日
に

か
け
て
、
企
画
庁
で
、
昭
和
四
十
年
度

の
離
島
振
興
計
画
に
基
く
、
会
議
が
開

，
か
れ
た
の
で
、
総
務
課
長
と
同
道
し
た

当
町
か
ら
は
、
昭
和
四
十
年
度
の
、

離
島
振
興
計
画
の
中
に
折
り
込
ん
で
い

る
事
業
名
を
申
し
上
げ
る
と
、
青
島
の

電
気
導
入
の
問
題
が
あ
る
。

こ
の
会
議
で
、
交
渉
し
た
過
程
で
の

感
じ
で
は
、
昭
和
田
十
年
度
に
は
、
自

家
発
電
の
改
良
工
事
を
認
め
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
だ
。

と
こ
ろ
で
、
渡
辺
仁
之
助
氏
お
よ
び

田
村
龍
一
氏
の
質
問
に
お
答
え
し
た
い

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

第

一
回
定
例
町
議
会

昭
和
三
十
九
年
度
第
二
団
長
浜
町
議

会
定
例
会
は
、
去
る
七
月
十
七
日
開
か

れ
、
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

四
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

V
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

(
一
、
町
税
の
課
税
方
式
が
、
本
文

方
式
に
改
め
ら
れ
た
た
め
に
、
所
得
割

額
を
、
課
税
所
得
に
対
す
る
課
税
方
式

に
改
正
。

二
、
今
回
の
改
正
で
、
国
民
健
康
保
険

税
を
ひ
き
あ
げ
る
理
由
は
、

①
医
療
費
の
ひ
き
あ
げ
。
①
世
帯
主

の
七
割
給
付
。
①
受
診
事
の
向
上
。
④

療
養
給
付
期
間
の
撤
廃
、
な
ど
に
よ
る

も
の
で
、
前
年
度
に
く
ら
べ
て
、
一
二
十

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
す

べ
て
の
人
が
、
ど
れ
か
の
年
金
制
度
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ

る
「
国
民
皆
年
金
」
と
い
う
の
は
、
老

後
の
く
ら
し
の
た
め
に
、
だ
れ
で
も
d

す
べ
て
老
令
年
金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

e

国
民
年
金
は
、
二
十
才
に
な
っ
た
と

‘
卦
¥
そ
の
人
自
身
が
国
民
年
金
へ
加
入

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
制
度
が
、
老
後
の
生
活
に

fF 

々
、
，
J
、
!

七
労
の
ひ
き
あ
げ
と
な
り
ま
し
た
。
)

V

昭
和
三
十
九
年
度
長
浜
町
一
般
会

計
補
正
予
算

(
追
加
額
H

一
二
千
七
百
二
十
九
万
八
千

円
b

と
れ
で
、
一
般
会
計
の
総
額
は
、

二
億
七
千
四
百
三
十
二
万
六
千
円
に
な

り
ま
し
た
。
)

V
昭
和
三
十
九
年
度
長
浜
町
上
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

(
追
加
額
H
百
五
十
万
六
千
円
。
こ

れ
で
、
こ
の
会
計
の
総
額
は
、
六
千
四

百
五
十
七
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
追
加
額
の
内
お
も
な

も
の
は
、
量
水
器
購
入
代
で
す
。
)

V
町
道
の
廃
止

(
大
字
仁
久
字
目
当
場
か
ら
磯
崎
ま

で
六
十
六
メ
ー
ト
ル
の
町
道
は
、
不
用

に
な
っ
た
の
で
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
)

備
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
手
続
き
を

忘
れ
た
り
、
怠
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と

が
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

老
後
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
途
中
、

不
慮
の
災
難
に
備
え
る
た
め
に
も
、
若

い
と
き
か
ら
、
「
年
金
」
を
積
み
た
て

て
自
分
の
生
活
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
い
ま

す
ぐ
に
、
区
長
さ
ん
か
、
役
場
住
民
課

ま
た
は
連
絡
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い

) 

e 

ち
ょ
っ
と
待
つ

心
の
ゆ
と
り
に

事

故

は

な

協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
着
々
と
努
力

を
払
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
白

滝
と
長
浜
と
に
、
幼
児
教
育
を
中
心
と

し
た
婦
人
学
級
を
つ
く
っ
た
。
今
後
は

こ
れ
ら
を
軸
と
し
て
、
当
町
全
体
に
、

ム
1
ド
を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
。

農
地
紛
争
の
調
停
の
問
題
は
、
新
た

に
調
停
機
関
を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

青
少
年
非
行
化
対
策
だ
が
、
こ
れ
は

学
校
教
育
も
必
要
で
あ
る
し
、
家
庭
教

育
、
あ
る
い
は
、
社
会
環
境
の
浄
化
を

中
心
と
し
て
解
決
し
て
行
き
た
い
。
と

の
問
題
は
「
も
う
と
れ
で
十
分
だ
。
」

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

今
後
は
、
現
在
の
方
針
を
充
実
し
て

ど
期
待
に
そ
え
る
よ
う
な
、
対
策
を
徐

々
に
打
ち
だ
し
た
い
。

保
育
事
業
は
、
本
年
度
青
島
へ
、

へ
き
地
保
育
所
の
指
定
を
受
け
る
よ
う

現
在
申
請
を
し
て
い
る
。
青
島
に
で
き

あ
が
る
と
、
当
町
内
、
各
地
区
に
保
育

所
が
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
る
c

今
後

除
々
に
、
内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
。

林
教
育
長
青
少
年
の
非
行
化
に

つ
い
て
の
問
題
は
、
学
校
に
あ
っ
て
は

道
徳
教
育
の
強
化
な
ら
び
に
徹
底
を
期

し
た
い
。

ま
た
、
学
校
の
環
境
整
備
に
努
力
し

た
い
。助
役
①
長
浜
小
学
校
の
屋
内
依

操
場
は
、

P
T
A
の
方
々
と
話
合
を
し

た。
町
の
方
針
と
し
て
、
基
準
坪
数
に
対

し
て
は
、
町
が
責
任
を
も
っ
て
、
建
築

を
す
る
。
①
敷
地
に
つ
い
て
は
、
地

元
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
各
校
と
も
地
元
の

方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

長
浜
の
場
合
も
、
「
で
き
る
だ
け
の

こ
と
は
し
よ
う
。
」
と
い
う
と
と
に
な

り
、
敷
地
関
係
は
、

P
T
A
の
方
々
に

お
願
い
を
し
て
い
る
。
①
寄
附
金
に

い

は
、
学
校
用
地
購
入
費
、
二
百
二
十
五

万
円
と
、
住
居
立
ち
の
き
料
百
二
十
万

円
と
を
、

P
T
A
の
方
で
、
算
定
を
し

て
い
る
訳
だ
。

ζ

れ
を
町
へ
寄
付
す
る

と
い
う
形
で
、
こ
れ
が
予
算
に
計
上
し

て
あ
る
訳
だ
。

農
業
改
善
事
業
に
助
成
を

中
上
芳
則
氏
①
農
業
改
善
事
業

は
、
貧
弱
な
経
済
を
も
っ
農
家
が
多
い

の
で
、
増
額
助
成
を
せ
よ
。
②
じ
ん

あ
い
処
理
場
お
よ
び
、
し
尿
処
理
場
が

で
き
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黒

田
の
海
岸
お
よ
び
、
沖
浦
の
海
岸
へ
捨

て
て
、
施
設
を
利
用
し
て
い
な
い
者
が

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
町
と
し
て
、

啓
も
う
運
動
が
た
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か

二
宮
邦
氏
①
選
果
場
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
各
地
区
に
ま
わ

る
予
算
が
少
く
な
っ
た
。
何
ら
か
の
形

で
、
融
資
事
業
を
ふ
や
せ
。

①
水
道
料
の
値
上
は
、
い
つ
頃
か

ら
実
施
さ
れ
る
か
。

清

水

猛

民

①

商

工

業

振

興

策

を
問
う
。
②
白
滝
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
補
装
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
業
改
善
事
業
は
間
接
補
助

で
処
置

町
長
農
業
改
善
事
業
の
町
助
成
は

現
在
の
と
こ
ろ
は
行
な
わ
な
い
。

た
だ
し
プ
ル
ト
l
ず
ー
な
ど
を
購
入

し
て
、
間
接
的
補
助
で
処
置
し
て
い
く

考
え
だ
。

じ
ん
あ
い
処
理
場
お
よ
び
、
し
尿
処

理
場
の
件
は
、
行
政
上
の
問
題
と
し
て

対
策
を
講
じ
て
ゆ
舎
た
い
。

水
道
料
の
値
上
げ
は
、
ち
ま
た
で
、

い
ろ
い
ろ
取
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
発
表
し
た
こ
と
は
な
い
。

現
在
町
と
し
て
の
方
針
は
つ
ぎ
の
通

り
で
あ
る
。

一
、
町
の
上
水
道
ヱ
事
が
完
成
す
る

康

は
つ
ね
に
注
意
と

予
防
か
ら

健

部
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

毎
日
、
炎
天
下
で
、
っ
ち

の
音
や
、
ミ
キ
ナ
!
の
音
が

鳴
り
響
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
音
と
と
も
に

日
に
日
に
完
成

に
近
づ
い
て
い

ま
す
。こ
の
体
育
舘

の
建
物
の
規
格

は
、
鉄
筋
コ
シ

夕
日
l
ト
一
部

三
階
建
で
、
総

坪
数
は
、
一
千

二
百
三
十
四
平

方
メ
ー
ト
ル
、

十
一
月
末
に
完

成
す
る
予
定
で

す。

し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
優
秀
底
(
三
庖
)
、
優
良

庖
(
四
庖
)
が
選
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

、
商
工
会
長
か
ら
、
賞
状
、
記
念
品
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

A
V

優

秀

庖

真

鍋

電

機

商

会

熊

野

時

計

庖

富

士

屋

商

庖

A
V

優

良

底

f

丸

栄

洋

装

庖

./〆

ま
で
は
、
現
行
料
金
す
え
置
き
と
す
る

な
お
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、
公
営
事
業

課
で
充
分
検
討
を
い
た
さ
せ
、
適
正
料

金
を
研
究
す
る
。

二
、
上
水
道
特
別
会
計
の
数
字
を
、

ど
覧
に
な
っ
て
、
各
議
員
も
わ
か
っ
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
一
二
十
九
年
度

末
に
お
い
て
、
約
九
百
万
円
(
現
年
度

と
繰
り
越
し
分
と
合
せ
て
)
の
赤
字
が

で
る
見
込
み
だ
。
こ
の
様
な
状
況
だ
か

ら
水
の
供
給
が
ス
ム
ー
ス
に
し
か
も
十

分
に
で
き
だ
し
た
と
い
う
こ
と
が
前
提

に
な
っ
た
場
合
に
、
水
道
料
金
を
改
正

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
も
戸

十
分
ご
相
談
申
し
上
げ
て
決
定
い
た
し
-

た

い

。

一

道
路
補
装
の
件
は
、
昭
和
三
十
八
年
一

度
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
一

上
水
道
配
管
の
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
一

で
を
な
か
っ
た
が
、
早
急
に
完
成
さ
す
一

畑
山
産
業
課
長
商
工
業
振
興
の
社
画
一

に
つ
い
て
は
、
さ
っ
そ
く
、
と
り
か
か
一

る

こ

と

に

し

て

い

る

。

一

国
保
の
七
割
給
付
の
申
請
は
一

新
谷
芳
朗
氏
句
国
保
の
家
経
七
割
一

給
付
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
一

建
設
事
業
そ
の
他
の
事
業
面
に
お
い
一

て
は
、
新
町
長
が
で
ら
れ
て
か
ら
‘
他
一

の
市
町
村
を
抜
き
ん
で
て
、
ど
ん
ど
ん
一

進
ん
で
い
る
が
、
住
民
に
直
結
す
る
国
一

保
の
七
割
給
付
の
実
施
に
つ
い
て
、
当
一

町
は
、
申
請
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
一

れ
と
も
申
請
を
し
た
が
、
還
に
も
れ
た
一

の

か

。

一

い
つ
か
ら
七
割
給
付
を
や
る
考
え
か
一

兵
頭
住
民
課
長
①
七
割
給
付
は
一

国
保
財
政
の
健
全
な
団
体
か
ら
対
象
と
一

な
る
。
①
当
町
の
受
診
率
が
高
い
。
ト

県
の
平
均
が
二
十
五

l
二
十
六
Mm
だ
が
一

当
町
に
あ
っ
て
は
、
一
二
十
二
J
三
十
四
一

%
の
受
診
率
で
、
県
の
平
均
よ
り
上
ま
一

わ

っ

て

い

る

。

一

財
政
的
に
み
て
も
、
昭
和
三
十
九
年
一

度
は
、
認
可
に
な
る
見
込
は
な
い
。
一

渡
辺
仁
之
助
氏
国
保
の
七
割
給
付
一

を
も
う
少
し
具
体
的
に
述
べ
よ
。
一

町
長
先
に
住
民
課
長
か
ら
、
本
年
一

度
に
お
い
て
、
七
割
給
付
が
で
き
な
か
一

っ
た
実
情
を
説
明
し
た
の
で
、
了
解
し
-

て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
思
う
が
、
そ
の
7

時
期
は
、
今
軽
卒
に
申
し
上
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
内
容
を
よ
く
検

討
し
て
、
事
務
的
な
面
、
あ
る
い
は
、

行
政
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
内
容
を
検

討
し
さ
ら
に
、
議
会
と
相
談
し
て
決
定

し
た
い
。

た
だ
、
希
望
と
し
て
は
、
少
し
で
も

早
く
、
で
品
目
得
れ
ば
来
年
度
か
ら
実
施

し
た
い
。



第 91号

ド写
l真
ずは

至リ
若
し
?こ
ブ

求
ふ

4

」
さ
ん
小
止
ま
ず
解
滑

?
J

水
の
消
費
量
は
、
「

生
活
文
化
の
パ
ロ
メ
l

p

タ
ー
だ
」
と
い
う
こ
と

~
ば
の
示
す
よ
う
に
、
私

一
-
ど
も
の
生
活
は
、
水
を

間
難
れ
て
は
海
在
い
た
し

ま
せ
ん
。

噌
当
町
は
、
旧
長
浜
地

伯
区
に
、
上
水
道
が
布
設

い
さ
れ
た
の
が
、
大
正
十

阻
五
年
、
当
時
の
給
水
人

一
口
二
千
名
。
計
一
削
給
水

計
量
、
ひ
と
り
一
日
当
り

圃
必
五
十

y
ツ
ト
ル
。
当
時

の
も
の
と
し
て
は
、
画

期
的
な
大
水
道
で
し
た
が
、
次
第
に
利

用
者
が
ふ
え
る
と
共
に
、
使
用
水
量
も

;

E
増
加
し
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
末
現
在

士
一
で
は
、
給
水
人
口
六
千
五
百
六
十
九
人

一
使
用
水
量
ひ
と
り
一
日
百
五
十

y
ツ
ト

時
一
ル
と
な
っ
て
、
既
設
の
水
道
で
は
、
絶

意
寸
一
対
に
ま
か
な
い
き
れ
な
い
状
態
と
な
り

一
ま
し
た
。

寵
一
ま
た
、
農
村
地
帯
に
普
及
し
た
簡
易

Fζ
水
道
も
、
使
用
水
量
の
増
加
に
追
い
つ

け
ず
、
潟
水
裁
に
は
、
断
水
が
ち
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
水
不
足
を
一
挙
に
解
決

す
る
た
め
、
今
回
の
上
水
道
建
設
と
な

J f('d 'IJ玄す〉

母:

自
の
作
文
」

(毎

λ 

(生)

昭和39年8}j20日

佳

作お
か
あ
さ
ん

害
多
深
小
学
校
五
年菊
地

(二〉

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
い
つ
も
、
畑

の
仕
事
を
す
る
の
で
、
顔
も
、
手
も
、

日
に
や
け
て
、
ま
つ
黒
で
す
。

ぼ
く
た
ち
に
、
四
年
ご
ろ
ま
で
、
学

校
へ
持
っ
て
行
く
、
お
ベ
ん
と
う
も
、

よ
ご
れ
た
ふ
く
も
全
部
お
母
さ
ん
が
、

つ
め
て
く
れ
た
り
、
あ
ら
っ
た
り
し
て

く
れ
て
い
た
の
で
す
d

で
も
、
四
年
ご

ろ
か
ら
、
給
食
に
な
っ
た
の
で
、
お
母

ざ
ん
が
つ
め
て
く
れ
た
お
ベ
ん
と
う
は

長
浜
L

ム
水
道
通
水
開
始

っ
た
も
の
で
、
昭
和
三
十
七
年
、
一
二
十

八
年
、
そ
れ
に
、
一
二
十
九
年
の
三
か
年

計
画
で
、
と
の
事
業
費
総
額
一
億
余
円

計
画
給
水
人
口
}
万
四
千
人
、
ひ
と
り

一
日
給
水
計
画
量
二
百
リ
ッ
ト
ル
の
、

堂
々
た
る
も
の
で
、
木
工
事
の
完
成
に

よ
っ
て
、
長
年
悩
ま
さ
れ
続
け
た
水
不

足
か
ら
、
完
全
に
解
放
さ
れ
る
と
と
と

写
真
は
、

浄
水
場

完
成
の
長
浜
水
道

郁
夫

食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
う
ち
は
、
四
人
兄
弟
で
す
が

み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
、
学
校
へ
、
か
よ
っ

て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
段
、
ね
む
い
の
を
ζ

ら
え

て
、
朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
〈
ま
で
、
ヲ

イ
V
ヤ
ツ
や
ふ
く
に
、
ア
イ
ロ

γ
を
か

け
た
り
、
朝
段
、
早
く
か
ら
起
去
、
て
、

ど
は
ん
の
し
た
〈
を
し
て
〈
れ
ま
す
。

朝
、
学
校
へ
行
く
と
き
も
、
「
右
が

わ
を
通
っ
て
、
事
に
気
を
つ
け
℃
、
行

〈
ん
で
す
よ
。
」
と
、
言
っ
て
、
見
送

っ
て
く
れ
る
時
も
、
あ
り
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
は
、
あ
ま
り
し
か
り
ま

せ
ん
が
、
お
母
さ
ん
は
、
時
々
し
か
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。

ぼ
〈
は
、
ば
ん
ご
は
ん
が
す
む
と
、

学
佼
で
吾
首
い
た
り
、
な
ら
っ
た
り
、
先

生
の
言
わ
れ
た
と
き
の
こ
と
を
、
お
か

あ
さ
ん
に
話
し
て
あ
げ
主
す
。
お
母
さ

な
っ
た
訳
で
す
。

東
京
地
方
の
水
不
足
の
状
況
を
間
く

に
つ
け
水
の
尊
さ
を
今
さ
ら
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
浪

資
せ
ず
、
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
ど
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

註主主

E乏

業

の

構
造
故
善
ド、町三D
E 副司E 同国畠

投

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
到

本
年
度
の
初
議
会
で
、
プ
ル
門
下

1
4ノ

i
の
購
入
が
き
ま
り
ま
し
た
が
、
去
る

七
月
三
十
日
到
着
し
ま
し
た
。

こ
の
ブ
ル
ド
!
ず
ー
は
、
ミ
ア
ピ

ν

梨、

B
-
S
十
三
ト
シ
の
高
性
能
を
も

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は

さ
っ
そ
く
八
月
一
日
か
ら
、
八
月
十
一

日
ま
で
、
由
一
旦
茂
農
道
で
p

試
運
転
を
行

ん
は
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
聞
い
て

い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
「
こ
れ
を
開
く
の
が

一
番
た
の
し
み
よ
。
ま
た
、
見
せ
て
ね

」
と
、
や
さ
し
く
雪
っ
て
、
く
れ
ま
す

ぼ
く
は
、
そ
の
こ
と
ば
を
閣
く
た
び
に

ゅ
う
気
が
、
出
て
ぎ
ま
す
。
そ
れ
も
、

お
母
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
、
よ
〈
わ
か
る

よ
う
に
、
「
し
っ
か
り
勉
強
お
し
よ
@

」
と
、
い
う
よ
う
な
、
気
持
ち
で
、
言

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

で
も
、
お
母
さ
ん
は
、
ま
と
も
に
、

「
し
っ
か
り
勉
強
お
し
ょ
。
」
と
は
、

言
い
古
品
せ
ん
。

も
し
、
ま
と
も
に
、
そ
ん
な
こ
と
ぽ

宏
、
言
わ
れ
る
と
、
ぼ
く
は
、
ゅ
う
気

が
、
出
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
よ
〈

考
え
て
、
ぼ
く
を
、
見
ま
も
っ
て
、
い

て
、
〈
れ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く

い
ま
し
た
が
、
そ
の
機
能
の
成
績
は
、

上
々
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
当
町
の
農
業
の
構
造
改

善
、
さ
ら
に
、
当
町
内
の
裏
道
の
新
設

そ
の
仙
閣
の
事
業
に
大
会
工
な
力
を
発
揮
す

る
こ
左
で
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
ブ
ル
ド

1
4ノ
!
に
よ
る

事
業
ど
希
望
の
方
は
、
出
臨
業
課
へ
、
ご

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

も
、
そ
ん
な
お
母
さ
ん
に
、
心
配
を
、

か
け
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
学
校
の

行
き
き
に
気
を
つ
け
、
け
が
を
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
る
?
も
り
で
す
。

母
の
日
に
は
、
ぼ
く
を
、
こ
ん
な
に

お
お
き
く
し
て
、
く
だ
さ
っ
た
お
母
さ

ん
に
、
な
に
か
お
く
り
物
を
し
て
、
お

母
さ
ん
に
、
よ
る
と
ん
で
、
も
ら
お
う

と
患
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
ほ
ん
と
う
に
、
お
と
う
さ

ん
や
、
お
母
さ
，
ん
に
か
ん
し
ゃ
し
て
い

ま
す
。「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
お
母
さ

ん
に
、
注
意
さ
れ
な
い
よ
す
努
力
し
ま

す
。
」
(
作
文
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載

し
ま
し
た
。
)

畠
日
姐
根

V
農
林
公
庫
資
金

(
林
業
関
係
)

貸
付
条
件
が

変
り
ま
し
た

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
(
表
一
)
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
希
望

者
は
、
長
浜
町
森
林
組
合
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

の

H
し
い
た
け
通
信
H
M

ほ
だ
木
に
真
夏
の
日
光
直
射
は
大
政

で
す
Q

よ
〈
見
回
っ
て
、
直
射
の
害
か

ら
、
ほ
だ
木
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

干
天
の
畏
〈
続
く
場
合
は
、
か
き
木

な
ど
を
厚
〈
し
て
、
湿
度
の
蒸
散
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
@

ま
た
、
八
尽
下
旬
か
ら
台
風
シ

l
ズ

シ
に
は
い
り
ま
す
の
で
、
司
悦
吾
を
概
力

少
く
す
る
た
め
、
ほ
だ
場
の
繋
理
を
し

て
お
を
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う
酒
は
つ
く
れ
な
い

最
近
は
、
果
実
酒
を
つ
く
る
こ
と
が

盛
ん
に
な
っ
て
、
こ
と
に
、
梅
酒
は
、

ました

目的

そ水

金
火

資

防

て

入

金

て

区

し

購

資

し

地

と

琴

用

と

海

部

鉄

入

用

出

-

及

購

所

度

の

琴

裳

育

年

費

木

衣

保

部

設

用

婚

浦

和

新

奏

緒

沖

昭

う

立

者

ドjli清保育所父母の会

じざい

A

E

A

 

童

T

児

P

会

校

校

設

学

学

公

小

小

海

生

浜

出

櫛

長

F甘

沖浦婦人会

と上ァ

台丁

甲つありがと

レコードプレヤーi台 5.950円

39.3.181ー金 100.000円
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そ
の
代
表
的
な
'
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
ぶ
ど
う
」
を
原
料
と

し
て
つ
く
る
「
ぶ
ど
う
洞
」
は
、
ま
だ

一
般
で
つ
く
っ
て
も
よ
い
許
可
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
、
自
家
用
に
と
思
っ
て
つ

く
っ
て
も
、
す
ぐ
、
酒
税
法
違
反
に
か

か
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
家
庭
で
つ
く
っ
て
も
よ

い
と
認
め
ら
れ
た
果
実
酒
に
は
、
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
が
?
と
い
い
主
す
と
、

つ
夕
、
の
十
三
種
類
が
許
可
に
な
っ
て
い

る
果
実
酒
で
す
。

①
う
め
也
、
⑦
ま
た
た
び
酒
、
⑥
い

長浜小学校用として

大和第一小中校PTAI大和第一中学校施設

大和第一小中体育詰備品

大和保育園用として

沖浦保育所用沖浦保育所父母ヨコ会

司

大和保育園ffiの会

39.4.261ベルタイマーl基

キYダーチヤーミツグブロック
39.4.271箱積木12.000円 一

3日・5.1811金20，000円大和第一小中体育舘
ステ-i)垂幕として

長椅子35脚大手口第一小中体育醐 l大和第一小中PTA
-金20.000円大和第一小中体育舘 i
ステージ丞幕資金 l下須戒

田西下須戒

39固4.21 1金 29.400円

~' ;ヤジグ/レジム雲てい双輸
39.3.20/ I10'.86O円

39.3.261上敷3枚2.800円

1/ 

ち
ご
酒
、
④
と
ち
一
泊
、
⑤
し
そ
酒
、
⑤

さ
る
か
し
酒
、
⑦
く
ζ

酒
、
@
く
わ
酒

①
な
つ
み
か
ん
酒
、
⑮
す
も
も
酒
、
@

Y
¥
み
酒
、
@
に
ん
に
く
酒
、
⑬
が
り
ん

酒。警
察
の
電
話
一
一

O
番
に

マ
大
洲
一
昨
J

察
署
長
浜
町
一
国
察
官
派
出
所
の

公
衆
電
話
は
、
今
宮
市
て
は
、
長
浜
口
周
の

十
九
番
で
し
た
が
、
長
浜
局
百
十
蓄
に

変
り
空
し
た
。

(
し
た
が
っ
て
、
長
浜
局
百
十
番
は

大
字
長
浜
十
九
区
の
大
野
自
活
で
し
た

が
、
大
野
商
庖
は
、
十
九
番
に
変
り
ま

し
た
〉
。

1/ 

" 

上老松山下清雄|

1大和第イ…大和第一仲間に付設

相生青年間

豊茂保育所父母の会

?，f 

大和第一中学校備品

豊茂保育所備品

1/ 

伝蔵

大和第一小中PTA

菊地

" 
/，f 

ノノ

// 

39.6.181物品倉庫11，刺i平15

39.7. 11屋外用投光器3基

一金10.000円

39.6.171-金20，000円

?，f 

ノ，

/‘ 

39.7. 81テレビ(ゼネラノレ16イシチ)1台

共同撰果場建設用地詩人資金長浜町農業協同組合39.7.101ー金8.200.000円也

道
路
交
通
法
が
一
部
政
正
さ

れ
ま
す

昭
和
一
二
十
九
年
九
月
一
目
か
ら
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
は
、
道
路
で
並
ん
で
進
行
し

て
は
、
い
け
な
い
こ
と
に
改
正
さ
れ
ま

す
c

(

並
ん
で
通
っ
て
も
よ
い
所
は
、

公
安
委
員
会
が
、
標
設
で
示
し
て
い
ま

す
。
)
な
お
、
罰
則
は
、
一
万
円
以
下
の
罰

全
ま
た
は
、
科
料
で
す
。

改
正
規
則
を
読
ん
で
、
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

。
九
月
の
気
象
状
態
収
、
残
暑
、
台

風
と
複
雑
で
す
が
、
中
旬
を
過
ぎ
る
と

め
っ
さ
り
秋
の
気
配
が
凌
く
な
り
ま
す

体
力
の
回
復
を
心
掛
け
る
と
と
も
に

夏
も
の
の
始
末
や
、
秋
の
準
備
を
手
ぎ

わ
よ
く
い
た
し
ま
し
上
う
。

ま
た
、
老
人
の
日
、
秋
分
の
日
を
中

心
と
し
て
、
な
ど
や
か
な
家
庭
の
、
レ

ク
リ
ェ

I
ν
ヨ
シ
を
計
画
す
る
の
も
楽

し
み
で
す
。

。
こ
と
し
の
一
一
百
十
日
は
、
九
月
一

日
で
す
。
台
風
対
策
も
、
日
ご
ろ
か
ら

た
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

二
学
期
も
始
ま
り
、
夏
休
み
後
の
、

特
に
低
学
年
生
の
健
康
に
は
気
を
つ
け

永小

1
)
ト
E

血
友
J

。

。
月
明
り
の
夜
は
、
い
つ
の
頃
で
も

美
し
く
い
い
も
の
で
す
が
、
仲
秋
の
名

月
ヘ
旧
の
八
月
十
五
日
)
は
、
こ
と
し

は
九
月
二
十
日
で
す
。
告
か
ら
「
月
々

に
月
見
る
月
は
多
け
れ
ど
月
見
る
月
は

と
の
月
の
月
」
な
ど
と
い
っ
て
鑑
賞
し

ま
す
縁
側
や
庭
先
に
プ
ザ
を
敷
い
て
い

こ
い
の
ひ
と
と
ま
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

毎
日
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
い
て
は
消

粍
し
て
し
ま
う
ば
か
り
で
す
。

一
家
だ
ん
ら
ん
、
楽
し
い
お
月
見
を

£
さ
っ
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


